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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書(1月分、4月分、7月分、10月分、1月分)未完成の方は急ぎでお願いします。
・疾患別診療計画書2024年4月分の作成を各自進めて下さい。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：長津（電算化委員会）委員長CC：庄司TOLで依頼メール送信してください。

・2月26日から新たに、インシデントレポート（レベル0）を手書きにて提出となります。発生時には記載し提出お願いします。書式は事故報告のフォルダに保管しています。
・デイケア保険
　2024年度の加入手続き完了しています。保険料については、4/20までに集めます。
＜利用者様情報＞
デイケア
・苫米地　秀子様～「相談したいことがある」と話し掛けあり。「夫と離婚して一人で暮らすことは可能だと思いますか？」と話す。経緯として、夫の実家で暮らしているが、夫の収入ではなく自身の年金から生活費5万円を出しており、他にも姑に月2万円を渡している状態。高校生の息子様の学費も納入されていないことが発覚し、自身の貯蓄から支払いを行ったとの事。夫について家で不満を漏らすと、姑から責められる状態が続き、最近では義弟からも金銭や性的な行為を要求されることがあり家にいることが苦痛であると話す。長男様の進路がはっきりしていないため、離婚を踏みとどまっているが、離婚した場合には自身の身元保証人がいない為、アパートや施設入所にも支障が出るのではないか不安だと話す。本人が一人で暮らす事へ不安を感じている点は、①金銭面②身元保証であるとの事。

収入から考えると単身生活は可能な範囲であることを伝え、生活能力に不安があるならサポートできる施設の利用も検討できることを説明。本人はまだ行動化は考えていないと話すため、デイケアで生活上の不安を相談しながら、本人の負担軽減を図っていくよう説明している。
ショートケア
・原田　奈津紀様～仕事は4月30日までで一旦退職し、1ヶ月ほど休んで次の仕事を探すつもりとのこと。夫は徐々に復調してきており、仕事の時間を徐々に伸ばしてきている。娘は東京に住んでおり、工場で商品を箱詰めしたり荷物を運んだりする仕事をしており、今のところ順調な様子だと話している。
デイナイトケア

・中居　美津子様～2022年12月26日に最終利用し、翌年の2023年1月4日に新型コロナウイルスに罹患し日赤病院に入院となっていた。当初の入院予定は10日程であると弟様から連絡があり、退院後に再度連絡を頂く事としていた。しかし、予定日を過ぎても連絡が無く、適宜弟様に本人様の状態確認の連絡を行うも繋がらない状態が続いていた。今回本人様の親族に連絡が繋がらない事と長期的に外来受診、デイナイトケア利用が出来ていない事から、主治医指示にて4月16日付けでデイナイトケア、デイケア利用中止となる。本日当院PSWに依頼し本人様の現在の状況について、八戸赤十字病院に確認している。詳細については不明であるが死亡退院していると情報提供がある。
